
第1学年 理科学習指導案
日 時 平成17年10月4日（火）5校時
学 級 1年A組（男子18名、女子19名、計37名）
場 所 第2理科室
授業者 教諭 鈴木義伸

１ 単元名 いろいろな力の世界 面に力がはたらくとどうなるか

２ 単元（教材）について

、 「 」 。 、本単元は 中単元 いろいろな力の世界 の最後の小単元である これまで生徒は
力のはたらきについて学習してきているが、その際、物体に力がはたらいたときに生
じる現象については、物体に力がはたらく場所を「点」に置き換えて考えることので
きる事象のみを扱ってきており、その力の「大きさ」を中心に考えてきている。
しかし、容易に変形する物体のうえに重い物体を置くときには、面積の小さい面を

下にするとへこみは大きくなり、面積の大きい面を下にするとへこみは小さくなる。
このように、物体に力がはたらいた時に生じる現象は、力がはたらいている面積の大
小によって変わってくる場合がある。
そこで本単元では 圧力 という新しい概念を導入し 力のはたらきについての理、「 」 、

解をさらに深めていくことになる。具体的には、単位面積あたりに垂直にはたらく力
を圧力という言葉で定義し、日常生活と関連付けて圧力についての理解を深めていく
ことになる。また、空気の重さによって大気圧が生じることについても、身近な例を
挙げながら学習を進めていく。

３ 生徒の実態について

明るく活発な子ども達で、特に行事の時などはお互いに協力しあいながら楽しむこ
とが出来る。理科の学習に関しては意欲的に取り組む生徒が多く、実験や観察などは
積極的な態度で臨んでいる。しかし、前の小単元である音の学習では、計算過程にお
いて苦労する場面が見られた。このような実態から、計算を用いた結果の処理、数値
や式から考察する能力はやや劣っていると考えられる。したがって身近な例を交えな
がら、容易に現象を数値でとらえることができるような指導の工夫が必要である。

４ 指導について

本単元では 既習の 一点にはたらく力 の考え方を基にしながら 圧力 につい、 「 」 、「 」
ての理解を深めていきたい。
生徒は、これまで力の総量を基にした考え方しか身に付けていない。そこで、単元

の導入に当たっては 分散してはたらく力 についての考え方を理解させる所から始、「 」
めたい まず最初に 力の大きさが同じであっても物体の変形の仕方が異なる 現象。 、「 」
を取り上げ １あたりにはたらく力 という考え方を身に付けさせることで その後、「 」 、
の学習に課題意識を持って臨んでいけるようにさせたい そしてそれを 単位面積あ。 、「
たりにはたらく力」の考え方に結びつけ、触れ合う面全体に分かれてはたらく力を具
体的なものとして表現していく中で、圧力の概念を理解させていきたい。そしてその

、「 」 、 。概念をもとに 大気圧 とそれにより生じる現象についても 理解を深めていきたい
また、授業にあたっては、本校の研究主題「生徒の学びを保証する授業づくり」と

関連付け、身の回りの具体的な事象を取り上げ、それを基にした思考場面を多く取り
入れ、下位の生徒もより理解しやすいように配慮した学習活動を進めて行くように心
がけたい。

５ 単元の指導計画（面に力がはたらくとどうなるか ３時間）

(1)面にはたらく力・・・・２時間（本時１／２）
(2)大気中の圧力・・・・・１時間

関心・意欲・態度 思考 技能・表現 知識・理解単元の目標

・圧力についての実験を ・圧力の観察 ・圧力につい ・圧力の観察 ・観察や実験
、行い、圧力は力の大きさ や実験を進ん て調べる方法 や実験を行い などを通して

と面積に関係があること で行い、圧力 を考え 観察 基本操作を習 圧力、空気の、 、
を見いだすとともに、空 による事象に 実験などを行 得するととも 重さと大気圧
気に重さがあることを調 関心を持った い、規則性を に記録の仕方 などの基本的

、べる実験を行い、その結 り、それらの 見いだす。 などを身に付 な概念や原理
、果を大気圧と関連付けて 事象を日常生 け、自らの考 法則を理解し

とらえる。 活と関連付け えを導き出し 知識を身に付
て考察したり たり発表した ける。
しようとする りする。。



６ 本時の展開

(1)本時の目標

①ふれ合う面積の大小と、力を受ける物体の変形のしかたについて調べ、結果をま
（技能・表現）とめることができる。

（思考）②単位面積あたりの力が、物体の変形に関係があることを見いだす。

(2)本時の指導構想

単位面積あたりにはたらく力を、本時の基礎・基本ととらえ、指導を進める。圧
力の学習に当たっては １あたりの力 という既習事項と違った考え方が理解でき、「 」
るかどうかが大きな鍵となるので、具体的なイメージを持たせるために、単元の導
入としてまず紙コップを用いた演示実験を行い、本単元への課題意識を高めるよう
にする。その後、本単元の具体的学習内容である「圧力」への課題意識を高めるた
めに、接触面積の違いと物体の変形の様子の違いについて、生徒実験により確かめ
ることにする。
なお、生徒実験については、主体的に課題解決が行われるように、活動の単位を

生活班（４人）とした。

(3)本時の展開

（ ）段 指導上の留意点 ・
学習内容 学習活動 形態

階 評価（●）

導
入 ・力の作用の確認 ・スポンジに力を加えた様子を見 一斉
5 て、力の大きさが変わると変形 演示

。分 の様子も変わることを確認する

・紙コップで体重を ・20個の紙コップとベニヤ板を使 ●演示実験に注目す
。支える った実験を見て、紙コップの数 ることが出来たか

（ ）が多ければ重いものであっても 観察
支えられることを知る。
体重を支えることのできる最低 個人
の個数を予想する。

展 ・紙コップ1個あた ・紙コップの数を減らしていった ・生徒を１人選び実
開 りにはたらく力 時の支えられなくなる寸前の紙 験を行うが、台か
① コップの個数を記録する。 ら落ちないよう補
15 助をする。
分 ・分散した力のはた ・重さは変わらないのに、紙コッ 個人

らき プの個数を変化させるとはたら 班
きも変化する理由を考える。
1個の紙コップにはたらく力を求 ●課題意識を持って
める。 計算することが出

来たか。
（ ）・学習課題の掲示 ・学習課題を確認する。 一斉 観察・記入

ふれ合う面積と物体の変形のしかたを調べよう

・実験６ ・スポンジの上に板とペットボト 班 ・板が傾かないよう
ルをのせ、へこみを計測して記 にペットボトルを
録する。 置く。
接触面積の違いにより、スポン ●主体的に実験に取

展 ジのへこみ方が異なることに気 り組み、結果をま
開 付く。 とめることが出来
② たか。

（ ）25 ・実験結果のまとめ ・接触面積とスポンジのへこみ方 観察・記入
分 との関係を考える。

・実験結果の考察 ・接触面積が広いとへこみが小さ 個人 ●単位面積あたりの
くなる理由を考える。 班 力が物体の変形に

関係することを見
いだしたか。

（ ）記入

終 ・本時のまとめ ・単位面積あたりにはたらく力の 一斉 ・圧力の概念に触れ
末 大小が、スポンジのへこみ具合 る。
5 を決めていることを確認する。
分



(4)評価

①ふれ合う面積の大小と、力を受ける物体の変形のしかたについて調べ、結果をま
とめることができたか。

②単位面積あたりの力が、物体の変形に関係があることを見いだしたか。

努力を要する
具体の評価基準 Ａ Ｂ

生徒への手立て

・面に力がはたらくときの効 積極的な姿勢で 演示実験に注目 演示実験に注目
果について、進んで考えよ 演示実験に注目 することが出来 できるように声
うとすることができたか。 することが出来 る。 掛けをする。
関心・意欲・態度 観察 る。［ ］（ ）

・ふれ合う面積の大小と、力 自分から進んで 実験に参加し、 机間支援により
を受ける物体の変形のしか 実験に参加し、 結果をまとめて 実験に参加する
たについて調べ、結果をま 結果を正確にま いる。 よう促す。
とめることができたか。 とめている。

［ ］（ ）技能・表現 観察・記入

・単位面積あたりの力が、物 自分から進んで 自分から進んで 机間支援により
。体の変形に関係があること 考え、関係を見 考え、関係を見 ヒントを与える

を見いだしたか。 いだし、１単位 いだしている。
思考 記入 面積にはたらく［ ］（ ）

力の大小にまで
考えが及んでい
る。



面にはたらく力
１年 組 番 氏名

１ 紙コップにのってみよう

①紙コップ１個にのることはできないが 紙コップをつぶさずにのるには何個必要か、

予想 ア １５個くらい イ １０個くらい ウ ５個くらい

②Ａさんの体重： ）ｋｇ＝（ ）ｇ→約 （ ）Ｎ（

※１００ｇの物体にはたらく重力の大きさは約１Ｎ

③紙コップがつぶれる直前の個数は （ ）個

④紙コップがつぶれたときの個数は （ ）個

⑤課題

メモ



２ 実験

実験の課題

①準備 スポンジ、ペットボトル、ものさし、板（９㎠、２５㎠、４９㎠）

②手順 ・スポンジの上に板を１枚のせ その上にフタを下向きにしたペットボトル、

を置く。

※板が傾かないように、フタを板の

中心付近に置くこと。

※ペットボトルは不安定なので、

横から手で支えても良い。

※測定しやすいように、板はスポンジ

の端と合わせておく。

・スポンジのへこみ具合を測定し、記録する。

・面積の違う板についても同様にして、記録する。

③結果

面積 ［㎠］ ９ ２５ ４９

厚さ ａ ［㎝］

へこみ(4-a)［㎝］

結果からわかること

④考察

３ まとめ

スポンジのへこみは、

によって決まる。


